






要約:全国の大学病院の小児科・産婦人科 161 施設を対象として出生前診断とそれに対する

遺伝子(DNA)診断の現状について調査した。アンケートヘは、76%の施設から回答を得た。

その結果、88 施設において何らかの形で出生前診断を行っており、そのうち 16 施設が DNA

診断を応用し、対象疾患は 13 疾患に及んでいることが判明した。対象疾患・対象家族・検

査方法・検査施設等に関し、何らかの規定を設ける必要性も考えられた。 


